
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心に届く「いいね」 

校長  守屋 直孝       

校公開、引き取り・引き渡し訓練、５-９運動会、進路説明会など、５月末から６月にかけて子供

たちと教職員の様子を直接目にしていただく機会がもてました。家族をはじめ誰かに見ても

らえること、努力や頑張りを認めてもらえることは、その子の自尊心と相手意識を大きく高め、

次のやる気へとつながります。また、一連の行事を通して、大切なお子様をお預かりする上での本校の

姿勢もご理解いただけたものと考えています。各行事後のアンケートでは、多くの励みになる言葉を頂

戴し、教職員の次なる意欲の源泉になりました。ご指摘やお叱りをいただいた点についても真摯に見

直しと改善を図ってまいります。魅力ある学校づくりへのご協力に、心より感謝申し上げます。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

≪ 「この味がいいね」と君が言ったから七月六日はサラダ記念日 ≫ 

俵万智さんが歌集を発表した当時、私は後期課程生徒と同じ中学生でした。以来７月を迎えるたび

に、いつもこの歌を思い浮かべます。微笑ましい関係性の中、相手が自分を肯定し、認めてくれたこと

への幸福感。それを中学生なりに受け止め深く感動した記憶が、今でも胸に残っているからでしょうか。

現代はＳＮＳなどで多くの「いいね」を集めることに価値が置かれる風潮がありますが、本当に心が満

たされる「いいね」とは、身近な人から直接かけられる言葉や共感、承認の中にこそあるのではないか

と思う時があります。心理学者のアルバート・バンデューラ氏は「自己効力感」の重要性を説き、「自分

の行動のプロセスが相手に肯定的に受け入れられていると感じることで自己効力感が高まり、内発的

動機付けが促進される」と述べています。そう思うと言葉には、日常の何気ない出来事の中の何気な

い一言であっても、相手の心を揺さぶる大きな力をもっているのだと実感させられます。とかく人は

相手のウィークポイントに目が向き、そこを指摘したり改善に努めようとしたりしがちですが、そ

の人の心根に届く言葉とは、その人の存在そのものを認め、包み込むような、いつでも明るく前向

きなものである気がします。 

今だけは誰の声も聞こえない場所へ行こう  寄せ書きもそっと机にしまって澄み渡る青い方へ 

僕らは今日ただ一羽の夢見がちな烏になって  光を受けて続くこの道を辿り直していく 

 （ 米津玄師 『 烏 』 より ） 

サッカーのワールドカップでは、日本代表チームの活躍が私たちを熱狂させました。同時に森保一監

督をはじめ、選手や関係者の方々が発した言葉の数々も、私たちに大きな勇気と感動を与えてくれま

した。日野学園も、子供たちにとってそのような「前向きになれる言葉」が溢れる場所にしていきたい

と考えています。 

あなたを前向きな気持ちにしてくれる言葉は何ですか？ 

１学期の締めくくりとなる７月。子供たちと教職員に対する皆様からの変わらぬ熱き応援を、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

学 

日野学園だより 
品川区立日野学園    
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日野学５-９運動会特集 

保護者の皆様・地域の皆様 温かいご声援をありがとうございました 
 
 
５年 steady progress ～堂々と進め～    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

６年 ダイナミック琉球 ～祈りの海よ 波の声響く空よ～  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
７年 一致団結！燃えろソーラン節           

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 磐梯移動教室を終えてから怒涛の運動会練習期間を乗り越え、日

野学園らしいソーラン節を披露することができました。４月に出会

ったばかりの仲間と、まだまだ慣れ始めたばかりのときに始まった

ソーラン節練習。最初は声を出すのも、腰を低くするのも躊躇して

いた人もたくさんいました。しかし、表現実行委員の生徒が放課後

に残って一生懸命考えた構成を教えていくと、自分たちのために頑

張ってくれている人たちの存在を知り、みんなの想いも強くなって

いきました。当日はかっこいい法被を身にまとい、大きな声を出し

て全力で踊りました。演技中には、他学年のみんなが供に声を出し

てくれたのでとても力になりました。そして当日まで見守り、支え

てくださった保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

前期課程の５年間を共に過ごしてきた仲間との最後の１年。最

初の大きな行事である運動会が終わりました。表現では１７名が

立候補し、リーダーとして原曲の振り付けをさらにかっこよくア

レンジしました。チームごとの練習は厳しくもその中に信頼と温

かさが感じられました。『こんな難しい動きできないよ…』が『で

きるようになるとかっこいい！』に変化していきました。琉球独

特のリズムや歌詞、かけ声とともに日野学園の青い法被を身に付

け、踊り切ることができました。４色に分かれて競い合う子ども

たちも、学年表現の際は全員の思いが一致し、６年間の感謝の気

持ちを伝えることができました。保護者の皆様のたくさんの参観

と練習中の励ましをありがとうございました。 

ダンス練習の初めはみんなの動きや気持ちが揃わず、スムー

ズに練習が進まないこともありました。しかし、表現実行委員

長の「心を一つに楽しく踊ろう」という言葉かけがあってから、

みんなの気持ちに変化が出始めました。 “steady progress～

堂々と進め～”というプログラム名の通り、少しずつ着実に自

信をつけて、本番では堂々と披露することができました。 

日野学５-９運動会デビューの今年は応援団や FSS 種目の中

で先輩たちの優しさとパワーも知り、練習の段階から楽しむこ

とができていたようです。重ねて、保護者の皆さまの励ましに

感謝いたします。次の大きな行事は文化祭です。 



９年生が中心となり、仲間と声を掛け合いながら全力で取り組む姿は、多くの人の心に残

るものでした。競技では、勝敗に関わらず、自分の力を出し切ろうとする姿や、仲間を懸命に

応援し支え合う姿が見られました。そのひたむきな姿は、下級生や保護者の方々の心を動か

し、「応援される学年」としての存在感を強く感じさせるものでした。また、自分たちで考え

工夫しながら作り上げてきた表現も見事に成功しました。一つのものを仲間と協力して創り

上げた経験は、大きな自信と達成感につながったことと思 

います。係活動や準備・片付けにも責任をもって取り組み、 

最高学年としてふさわしい姿を示してくれました。 

今回の運動会で得た絆や達成感をこれからの学校生活へ 

とつなげ、さらに周囲から信頼され、応援される学年として 

成長していくことを期待しています。保護者の皆様には、 

温かい御声援をいただき、心より感謝申し上げます。 

 

簡単なように見えて、実は非常に難しいのが集団行動です。全員の動きが合わないと周

りとぶつかったり、ミスが際立ったりしてしまいます。４月後半から選曲を授業内で行い、

本格的に練習が始まりました。連日暑い日が続き、集中力が続かない環境の中でも、頑張

って取り組むことができました。全員で行動を合わせることで生まれる達成感を今回の運

動会で経験できたと思います。来年は、いよいよ最後の運動 

会となります。集大成となる舞台に向け、普段の学校生活か 

ら今回の経験を活かして取り組んでいきます。 

保護者の皆様、体育着登校への御協力や運動会当日のお弁 

当の準備、当日の熱い声援に感謝申し上げます。生徒たち 

のモチベーションと当日のパフォーマンスの高まりにつなが 

りました。ありがとうございました。 

 
 

８年 集団行動 ～迷わず行けよ、行けば分かるさ～    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

９年 宿命 ～とどけ僕らの Happiness～         
 
  

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

後期５組 特別支援学級連合移動教室           
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

後期５組は、６月１５日（月）～１７日（水）の２泊３日、伊藤
学園、荏原平塚学園の特別支援学級とともに、福島県の磐梯へ移

動教室に行ってきました。天気に恵まれ、見事な裏磐梯の景色を
望める中瀬沼、素晴らしい色を放つ五色沼を巡る２つのハイキン
グを元気に歩くことができました。 
１日目の夜には、福島県の伝統玩具「起き上がり小法師」の絵

付け体験にも挑戦し、思い思いに個性的な作品を仕上げました。 
 他校の生徒とはレクリエーションで互いの自己紹介をしたり、
力を合わせてゲームを行ったり、交流を深めながら楽しみました。 
 荷物の整理、時間の管理、日記の記入、学年を越えた交流など、
毎年行くからこそ、見られる成長がたくさんある移動教室です。    
出発の際は、保護者の方のお見送りありがとうございました。 

 



 
 ３年 地域と学習を深めています           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１ 水 
安全指導                             

児童生徒会選挙立候補期間始 
16 木 

給食終 大掃除 第２回選挙管理委員会 

5 時間授業 

２ 木 中央委員会 茶道 3 17 金 終業式 

３ 金 
保護者会 1-9 学力診断 9 ５時間授業 

連合移動教室前 5  
18 土   

４ 土 連合移動教室前 5  19 日   

５ 日   20 月 海の日 

６ 月 ５時間授業   ※前 5宿泊児童休業日           

※前 5休業日 

21 火 個人面談1-9 夏季休業日始 

７ 火 ４５６活動 英語読み聞かせ 4 22 水 個人面談1-9 

８ 水 児童生徒会朝礼   不審者訓練 23 木 個人面談1-9 

９ 木 茶道 8 セーフティ教室 789 24 金 個人面談1-9 

10 金 
児童生徒会選挙立候補期間終 

５時間授業 
25 土   

11 土  26 日   

12 日   27 月 サマースクール 8 

13 月 情報モラル教育       28 火 サマースクール 8 

14 火 英語読み聞かせ前 5 29 水 サマースクール 8 後期 5組レク 

15 水 ブロック集会 いちよん活動 FSS           

職員連絡会   ブロック会  

30 木   

   31 金   

6/8(月)、コロナのためここ数年できなかった工場見学を品川

区西五反田にある株式会社三ツ矢にて行いました。１年間に２

億個以上もの製品をメッキする三ツ矢工場で働く人々の工夫や

努力を学習しました。見学後、お礼のメッセージを渡したとこ

ろ、次のような温かなお返事をいただきました。 

「学生の皆様におかれましては、元気のよい挨拶から始まり、

楽しく工場見学していただけたようで大変嬉しく思います。熱

心に話を聞き、メモを取る姿に感心しました。」 

社会で働く上で必要な姿を数多く学ぶことができました。 

８月の予定について 

〇スクールカウンセラーは、夏休みも勤務があります。詳しくは、後日発行されるスクールカウンセ

ラー便りを御確認ください。相談事がおありでしたら、事前に申し込みの上で御利用ください。 

〇８月１０日から１６日までは学校閉庁期間となります。それに伴って、夜間等電話委託業務の休止

期間は、令和８年８月８日（土）午後５時から令和８年８月１７日（月）午前８時までとなります。

これ以外の夜間等においては、通常通り委託先 ℡ 03-4330-9385 (18:30-8:00、水曜日 17:30-

8:00)へお願いいたします。教職員の業務負担軽減の取組にご協力ください。 

 

７月の行事予定 


